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全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
の
会
長

を
、
ま
た
２
年
間
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
。
会
長
を
受
け
る
前
に

は
、「
組
織
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

に
加
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
が
、

そ
の
時
の
報
告
書
で
は
、「
明
る
い
未

来
」
な
ど
描
け
な
い
状
況
だ
っ
た
。
二

年
ほ
ど
後
の
２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
報

告
書
で
は
、「
こ
の
ま
ま
で
は
、
こ
の

組
織
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
持
た

な
い
」
と
い
う
自
虐
的
と
も
思
え
る
表

現
を
用
い
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
。

寄
付
に
頼
っ
て
当
座
を
凌
ぐ
こ
と
も
試

み
ら
れ
た
が
、
さ
し
て
意
味
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
毎
年
６
０
０
万
円
の

収
入
不
足
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
状
況

が
放
置
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

理
事
会
メ
ン
バ
ー
に
丁
寧
に
説
明
し
、

何
度
も
議
論
を
重
ね
、
①
人
件
費
の
適

切
な
額
へ
の
移
行
（
職
員
に
負
担
を
強

い
た
わ
け
で
は
な
い
）、
②
無
駄
な
事

務
経
費
の
節
減
（
身
の
丈
に
合
っ
た
事

務
機
器
等
へ
の
更
新
）、
③
会
費
（
県

等
か
ら
全
国
組
織
へ
の
負
担
）
の
改
訂
、

に
関
し
て
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

や
っ
と
収
支
が
均
衡
す
る
状
況
が
見
込

め
る
ま
で
に
な
っ
て
来
た
。
議
論
の
過

程
で
、
何
人
も
の
県
等
の
会
長
さ
ん
達

に
状
況
を
理
解
い
た
だ
き
、
方
針
を
支

持
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
方
々
の

中
に
は
、
会
長
を
退
か
れ
た
り
、
ご
逝

去
な
さ
れ
た
方
も
、
少
な
く
は
な
い
。

だ
ん
だ
ん
、「
昔
の
こ
と
」
を
知
ら

な
い
理
事
の
方
や
関
係
職
員
の
方
が
増

え
て
き
て
い
る
。
五
年
十
年
関
わ
っ
て

い
る
人
に
は
、
今
、
こ
の
組
織
が
存
続

し
て
い
る
こ
と
自
体
が
不
思
議
だ
と
思

え
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
理
解
し
な
い
と
、
い
ず
れ
消
滅
す
る

組
織
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
私

な
ど
に
は
あ
る
危
機
感
は
わ
か
ら
な
い

だ
ろ
う
。
関
係
者
が
、「
当
事
者
意
識
」

を
持
っ
て
、
小
さ
な
こ
と
に
も
気
を
つ

け
な
が
ら
運
営
に
あ
た
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
継
続
と
変
革
の

バ
ラ
ン
ス
を
心
が
け
な
が
ら
、
新
た
な

動
き
を
創
出
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る
。

令
和
５
・
６
年
度
の
役
員
が
決
定

令
和
５
年
度
第
１
回
総
会
に
お
い
て
、

令
和
５
・
６
年
度
の
執
行
体
制
（
役
員
）

が
、左
記
の
と
お
り
、決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
名
に
は
表
記
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
会
長
及
び
副
会
長
、
常
務

理
事
は
理
事
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、理
事
を
兼
ね
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
副
会
長
名
の
後
の
（
）
内
に

は
学
識
経
験
者
又
は
令
和
５
年
度
の
全

国
大
会
の
開
催
地
を
、
理
事
氏
名
の
後

の
（
）
内
に
は
令
和
５
年
度
ま
た
は
６

年
度
の
地
区
大
会
の
開
催
県
を
表
記
し

て
い
ま
す
。

会

長

鈴
木

眞
理（
学
識
経
験
者
）

副
会
長

大
島

ま
な（
学
識
経
験
者
）

神
山

敬
章（
学
識
経
験
者
）

井
﨑

高
信（
宮
崎
県
）

常
務
理
事

稲
葉

隆
（
学
識
経
験
者
）

理

事
神
部
純
一（
学
識
経
験
者
）／
岩
野
真
志（
北
海
道
）

菅
原
敏
元（
宮
城
県
）／
白
川
喜
代
美（
青
森
県
）

斎
藤
陽
子（
栃
木
県
）／
德
本
達
之（
福
井
県
）

山
西
潤
一（
富
山
県
）／
川
端

一（
滋
賀
県
）

森
川
知
史（
京
都
府
）／
有
馬
毅
一
郎（
島
根
県
）

馬
場
祐
次
朗（
徳
島
県
）／
岩
橋
惠
子（
鹿
児
島
県
）

牧
野

篤（
横
浜
市
）／
本
郷
真
紹（
京
都
市
）

監

事
古
矢
鉄
矢（
相
模
原
市
）／
田
中
謙
二（
税
理
士
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

令
和
５
年
度
第
１
回
総
会
に
お
い
て
、

顧
問
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

顧

問

山
崎

清
男（
前
副
会
長
）
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継
続
と
変
革
と

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
会
長

鈴
木
眞
理
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幸
せ
を
実
感
で
き
る
未
来
を

と
も
に
つ
く
る
社
会
教
育

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合

副
会
長

大
島
ま
な

こ
の
５
月
よ
り
全
国
社
会
教
育
委
員

連
合
の
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

社
会
教
育
委
員
の
全
国
組
織
と
し
て
の

本
会
の
役
割
を
考
え
ま
す
と
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
精
一
杯
努
め
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
で
危
機
感

が
強
ま
り
、
未
来
を
不
安
に
し
て
い
ま

す
。
未
来
を
つ
く
る
の
は
人
、
人
を
つ

く
る
の
は
教
育
で
す
。
新
た
な
教
育
振

興
基
本
計
画
で
は
、「
日
本
社
会
に
根
差

し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」
が

コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。W

ell-being

と
は
、「
身
体
的
・

精
神
的
・
社
会
的
に
良
い
状
態
に
あ
る

こ
と
」
で
、
経
済
的
な
豊
か
さ
や
短
期

的
な
幸
福（happiness

）の
み
な
ら
ず
、

「
生
き
が
い
や
人
生
の
意
義
な
ど
の
将

来
に
わ
た
る
持
続
的
な
幸
福
を
含
む
概

念
」
で
、「
多
様
な
個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
幸

せ
や
生
き
が
い
を
感
じ
る
」と
と
も
に
、

「
地
域
や
社
会
が
幸
せ
や
豊
か
さ
を
感

じ
ら
れ
る
も
の
と
な
る
」
教
育
の
在
り

方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

特
に
、
社
会
教
育
に
よ
る「
学
び
」を
通

じ
た
人
々
の「
つ
な
が
り
」や「
か
か
わ

り
」
は
持
続
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
基
盤
と
な
り
、「
人
づ
く
り
・
つ
な
が

り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」の
循
環
が
生

み
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
個
人
と
地
域
全

体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
向
上
す
る
、

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
社
会

教
育
は
私
た
ち
の
幸
せ
を
支
え
る
大
切

な
条
件
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
自
身
も
そ
う
で
す
が
、
地
域

で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
共
感
的
・
協
調
的

な
関
係
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
社
会
教
育

委
員
の
皆
様
は
、
恐
ら
く
そ
の
こ
と
を

実
感
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

変
化
が
あ
ま
り
に
も
激
し
く
、
予
測

が
ま
す
ま
す
困
難
な
時
代
の
只
中
に

あ
っ
て
、
地
球
規
模
で
も
身
近
な
地
域

レ
ベ
ル
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積

し
、
強
い
危
機
感
や
焦
燥
感
に
か
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
変
化
に

む
や
み
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

教
育
の「
不
易
」を
確
認
し
な
が
ら
、
将

来
を
見
据
え
た
「
持
続
可
能
な
社
会
の

創
り
手
」
を
育
成
す
る
こ
と
、
あ
る
い

は
自
分
も
そ
の
担
い
手
の
一
人
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
は
、学
び
続
け
る
こ
と
、

と
も
に
行
動
す
る
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
本
会
の
情
報
共
有
や
研
修
等
諸
事

業
は
そ
の
た
め
に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
切

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
引
き
つ

づ
き
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
開
か
れ
、つ
な
が
る

社
会
教
育
の
構
築
を
め
ざ
し
て

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合

副
会
長

神
山
敬
章

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
の
令
和
５

年
度
第
１
回
理
事
会
、
総
会
に
お
い
て

副
会
長
に
指
名
を
受
け
、
僭
越
な
が
ら

お
引
き
受
け
い
た
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
就
任
に
際
し
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

私
の
社
会
教
育
と
の
関
わ
り
は
、
大

学
院
時
代
教
育
社
会
学
を
専
攻
し
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。

東
京
の
明
星
大
学
に
奉
職
後
、
昭
和

62
年
に
同
一
法
人
の
い
わ
き
明
星
大
学

創
立
に
伴
い
福
島
県
い
わ
き
市
に
異
動

し
教
育
研
究
に
従
事
し
平
成
28
年
法
人

分
離
に
伴
い
大
学
籍
を
東
京
に
戻
し
ま

し
た
。
昨
年
春
明
星
大
学
を
定
年
退
職

し
今
日
に
至
り
ま
す
。

こ
の
間
、
い
わ
き
市
社
会
教
育
委
員

を
平
成
12
年
よ
り
、
ま
た
福
島
県
市
町

村
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
を

平
成
30
年
よ
り
務
め
て
現
在
も
職
務
遂

行
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
同
年
か
ら
東

京
都
青
梅
市
社
会
教
育
委
員
も
兼
務
し

て
お
り
ま
す
。

社
会
変
動
が
激
し
い
現
代
社
会
に

あ
っ
て
、
社
会
教
育
の
重
要
性
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昨
今
の
教
育

改
革
の
推
進
の
中
、
平
成
30
年
の
中
央

教
育
審
議
会
答
申
に
も
あ
る
よ
う
に

「
社
会
教
育
を
基
盤
と
し
た
人
づ
く
り
・

つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
の

重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
中
で
、
改
め
て

社
会
教
育
の
役
割
を
明
確
化
、
具
体
化

す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
る

中
で
誰
で
も
が
生
涯
に
わ
た
り
必
要
な

学
習
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
個
人
の
生

活
や
地
域
で
の
活
動
等
に
生
か
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
の
実

現
を
よ
り
推
し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
社
会
教
育
は
そ
の
中
核
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
の
今
後
の
方
向
性
は
、
社

会
教
育
委
員
は
、
委
員
の
見
え
る
化
を

よ
り
図
り
、
委
員
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
確
立
、専
門
的
立
場
で
の
企
画
、

立
案
、指
導
、助
言
を
し
続
け
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
単
な
る
名
誉
職
や
あ
て

職
か
ら
自
覚
的
行
動
の
で
き
る
委
員
へ

の
転
換
を
図
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

更
に
は
自
ら
実
現
を
め
ざ
す
市
民
の
後

方
支
援
の
実
践
を
す
る
中
で
の
自
己
変

革
、
自
己
実
現
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。
私
も
社
会
教
育
委
員
の
原

点
に
戻
り
行
動
す
る
委
員
の
一
人
と
し

て
鈴
木
眞
理
会
長
を
支
え
全
国
社
会
教

育
委
員
連
合
の
た
め
に
精
一
杯
尽
く
す

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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引
き
続
き
安
定
し
た
運
営
に

努
め
ま
す

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合

常
務
理
事稲

葉

隆

引
き
続
き
常
務
理
事
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
稲
葉
隆
で
す
。

こ
の
２
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

手
探
り
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
の
大
き
な
一
つ
に
、各
地
区
、各

県
等
の
ご
担
当
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
各
県
等
の
社
教
連
の

状
況
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
気
づ
き
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
組
織
名
称
は

「
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
」
と
称

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
が
、「
社
会

教
育
連
絡
協
議
会
」
や
「
社
会
教
育
委

員
協
議
会
」
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
「
市
町
村
社
会
教
育
委
員
連

絡
協
議
会
」
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
会
員
の
範
囲
や
会
長
の

選
出
方
法
な
ど
も
一
様
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
事
務
局
の
設
置
場
所
も
多
様
で

す
。
こ
う
し
た
違
い
こ
そ
が
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
の
実
情

そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
実
情
に
触
れ
、
違
い
を
感

じ
る
た
び
に
、
委
員
連
合
の
役
割
や
事

業
の
あ
り
方
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

社
会
教
育
委
員
の
具
体
的
な
活
動
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
社
会
教
育
委
員
及
び
社

会
教
育
委
員
の
会
議
の
活
性
化
が
言
わ

れ
て
久
し
い
で
す
が
、
他
地
域
の
社
会

教
育
委
員
の
活
動
な
ど
の
事
例
や
取
り

組
み
の
考
え
方
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と

で
、
社
会
教
育
委
員
お
一
人
お
一
人
や

事
務
局
担
当
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
ま
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

そ
の
た
め
に
全
国
大
会
と
地
区
大
会

が
あ
り
、『
社
教
情
報
』
な
ど
が
発
行

さ
れ
、
さ
ら
に
地
区
ご
と
の
活
動
や
都

道
府
県
単
位
の
研
修
機
会
、
さ
ら
に
広

報
紙
や
し
お
り
の
発
行
な
ど
が
実
施
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で

は
、
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
の
社

会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
等
の
担
当
者

や
全
国
大
会
・
地
区
大
会
等
の
担
当
者

が
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
、

考
え
て
い
ま
す
。

都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
の
社
会

教
育
委
員
連
絡
協
議
会
の
皆
様
に
頼
り

に
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
、
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

理
事
会
・
総
会
報
告

●
令
和
４
年
度

第
３
回
理
事
会
・
総
会
の
開
催

令
和
４
年
度
第
３
回
理
事
会
は
、
令
和

５
年
３
月
３
日
㈮
に
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

を
併
用
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

総
会
は
同
日
に
対
面
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
文
部
科
学
省
総
合
教
育

政
策
局
地
域
学
習
推
進
課
・
榎
木
奨
悟

課
長
補
佐
に
「
最
近
の
社
会
教
育
施
策

の
動
向
」
と
題
し
て
ご
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

理
事
会
及
び
総
会
の
議
題
等
は
次
の

と
お
り
で
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︻
議
事
︼

第
１
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

第
２
号
議
案

第
65
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
宮
崎
大
会
）に
つ
い
て

第
３
号
議
案

第
66
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
茨
城
大
会
）に
つ
い
て

第
４
号
議
案

第
67
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
岩
手
大
会
）に
つ
い
て

︻
報
告
︼

１

第
64
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会

（
広
島
大
会
）に
つ
い
て

２

中
央
教
育
審
議
会
教
育
振
興
基
本

計
画
部
会
に
係
る
意
見
募
集
へ
の
対

応
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度

第
１
回
理
事
会
・
総

会
、
第
２
回
理
事
会
の
開
催

令
和
５
年
度
第
１
回
理
事
会
は
、
令

和
５
年
５
月
12
日
開
催
の
予
定
で
し
た

が
、
定
款
第
29
条
等
の
規
定
に
基
づ
く

「
み
な
し
決
議
」
の
方
法
が
採
ら
れ
ま

し
た
。
な
お
、
同
日
の
理
事
会
は
報
告

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
日
の
第
１
回
総
会
で
は
、
文
部
科

学
省
の
藤
江
陽
子
総
合
教
育
政
策
局
長

に
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
で
次
期
役
員
に
つ
い
て

承
認
を
い
た
だ
い
た
後
に
休
憩
に
入
り
、

そ
の
時
間
に
新
役
員
に
よ
る
第
２
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
場
で

は
、
定
款
第
19
条
等
に
基
づ
き
次
期
の

会
長
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
理
事
会

︻
議
事
︼（
み
な
し
決
議
）

第
１
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

第
65
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
宮
崎
大
会
）に
つ
い
て

第
３
号
議
案

第
66
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
茨
城
大
会
）に
つ
い
て

第
４
号
議
案

第
67
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
岩
手
大
会
）に
つ
い
て

第
５
号
議
案

次
期
役
員（
理
事
・
監

事
）に
つ
い
て

⬇
８
ペ
ー
ジ
に
続
く
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人
生
一
〇
〇
年
時
代
と
い
わ
れ
る
中
、

令
和
４
年
４
月
１
日
の
民
法
改
正
に
よ

る
成
年
年
齢
の
18
歳
へ
の
引
き
下
げ
に

伴
い
、
若
い
世
代
の
主
権
者
意
識
の
涵

養
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
に
至
っ
て
は
、
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
70

歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
も
図
ら
れ
、

高
齢
者
な
ら
で
は
の
活
躍
の
場
が
あ
り
、

元
気
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
様
々
な
場
や
機
会

で
学
び
続
け
る
社
会
教
育
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
日
常
活
動

が
制
限
さ
れ
、
県
民
の
学
び
に
対
す
る

機
運
の
停
滞
と
と
も
に
、
人
間
関
係
の

希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
各
地
域
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
に
社
会
教
育
を
進
め
て
い
け
ば
良
い

か
、
悩
ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
度
広

島
県
で
３
年
ぶ
り
に
全
国
社
会
教
育
研

究
大
会
が
参
集
型
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
じ

た
こ
と
は
、
都
道
府
県
を
越
え
て
他
地

域
の
方
と
直
に
つ
な
が
る
こ
と
へ
の
喜

び
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
同
じ
空
間
の
中
で
、
全

体
会
の
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
そ
し

て
分
科
会
を
通
じ
て
、
参
加
者
間
で
高

め
合
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し

た
。ま

さ
に
次
代
を
創
っ
て
い
く
の
は

「
人
」
で
あ
り
、
様
々
な
つ
な
が
り
の

中
で
、
学
び
と
活
動
が
次
々
と
生
ま
れ
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
の
課

題
解
決
や
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、

そ
れ
が
、「
未
来
へ
の
た
す
き
」
に
な

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
全
国
社
会
教
育
研
究
大

会
が
宮
崎
の
地
で
初
め
て
行
わ
れ
ま
す
。

５
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

五
類
に
移
行
と
な
り
、
感
染
対
策
の
徹

底
や
日
常
生
活
の
制
限
が
徐
々
に
緩
和

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
中
で
、
改
め
て
地
域
住
民
同

士
が
つ
な
が
り
を
深
め
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
向
上
を
見
据
え
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
目
指
し
た
機
運

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
の
時
に
行
わ
れ

る
本
大
会
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
も
の

に
な
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
大
会
で
は
、
全
国
各
地
の
特
色
の

あ
る
実
践
に
ふ
れ
な
が
ら
、
互
い
に
共

有
し
、
実
践
を
各
地
に
広
げ
、
そ
れ
ら

の
実
践
が
引
き
継
が
れ
る
こ
と
で
、
将

来
に
わ
た
っ
て
誰
も
が
生
き
が
い
を
感

じ
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創

出
に
つ
な
が
る
大
会
に
し
た
い
と
い
う

強
い
思
い
の
も
と
、
昨
年
度
か
ら
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
宮
崎
県
に
来
て
よ
か
っ
た
」と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
大
会
と
な
る
よ

う
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

宮
崎
県
は
、今
年
度
、Ｗ
Ｂ
Ｃ
侍
ジ
ャ

パ
ン
や
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
合
宿
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
様
が
来
県
さ
れ
る

11
月
は
、
秋
風
が
心
地
よ
く
、
多
く
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
季
キ
ャ
ン
プ
が
行

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
南
海
岸
や
、
綾
町
の
照
葉

樹
林
で
自
然
の
豊
か
さ
、
県
内
各
地
に

あ
る
神
社
で「
神
話
の
ふ
る
さ
と
宮
崎
」

を
体
感
さ
れ
る
な
ど
、
大
会
後
は
宮
崎

の
旅
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
宮
崎
と
い
え
ば
、
宮
崎
牛
、

日
向
灘
で
採
れ
た
伊
勢
エ
ビ
、
チ
キ
ン

南
蛮
や
レ
タ
ス
巻
き
な
ど
宮
崎
発
祥
の

料
理
、
地
鶏
に
焼
酎
と
、
お
い
し
い
も

の
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、「
味

覚
の
秋
」
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
日
本
の
ひ
な
た
宮
崎
」
か
ら
、
み

な
さ
ま
の
ご
来
県
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

第
65
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
宮
崎
大
会

実
行
委
員
長
　
　
井
﨑

高
信

宮
崎
県
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
日
本
の
ひ
な
た
宮
崎
」か
ら
発
信
す
る
明
日
の
社
会
教
育
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つなぎ・つながり・つなげよう！未来へのたすき！！
～日本のひなた宮崎からはじまる明日の社会教育～

●研究主題
笑顔あふれる地域を創る社会教育の実践

●日時・会場・内容
【全体会】 令和５年11月９日（木）12：30～17：00　宮崎市民文化ホール

《全体会のおすすめポイント！》
○オープニングのフラダンスステージ

○「神話と牧水のふるさと宮崎」から生涯学習の在り方を再考する特別対談

○「社会教育の学びを生かし、人と人をつなぐ」をテーマにしたシンポジウム

【分科会】 令和５年11月10日（金）９：30～12：00

 宮崎市民文化ホール、ニューウェルシティ宮崎、宮崎市民プラザ

《分科会のおすすめポイント！》
○５つのテーマごとに事例発表や意見交流を行う分科会

　　「学校・地域の連携・協働」「家庭教育支援」「高齢者と社会教育」
　　「地域の活性化」「社会教育委員の役割」

●日程・内容

●参加費　５，０００円

●申込方法【申込締切９月22日（金）】

①URL　http://www.mwt-mice.com/events/kyoiku65-miyazaki
②二次元バーコード

●問合せ
宮崎県教育庁生涯学習課

☎０９８５－２６－７２４５

申込サイト 本大会の開催要項は新

生涯学習総合情報提供システ

ム「みやざき学び応援ネット」から

もダウンロードが可能です。

https://www.sun.pref.miyazaki.lg.jp/miyazaki2023.html

宮
崎

県初開催！

ご案内 第65回全国社会教育研究大会 宮崎大会
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時
代
の
変
化
の
波
に

立
ち
向
か
う
！

福
井
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

会
長

徳
本
達
之

○「
昭
和
」の
組
織
は
壊
滅
状
態
！

地
方
で
は
時
代
の
変
化
の
波
に
の
ま

れ
て
、
多
く
の
組
織
・
団
体
が
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
年
会
・
壮

年
会
、
婦
人
会
な
ど
各
種
団
体
も
、
少

子
高
齢
化
に
よ
る
会
員
減
少
、
担
い
手

不
足
な
ど
存
続
そ
の
も
の
が
危
う
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
委
員
の
活
動
も
、
生
涯
学

習
・
社
会
教
育
分
野
の
行
政
説
明
を
受

け
質
問
や
意
見
を
述
べ
る
だ
け
で
は
、

他
の
○
○
運
営
審
議
会
等
と
同
様
に
形

骸
化
し
て
そ
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
か

ね
ま
せ
ん
。
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
一

歩
踏
み
込
ん
だ
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

○
自
主
研
究
・
活
動
と
教
育
委
員
会
へ

の
提
言

私
が
初
め
て
社
会
教
育
委
員
を
委
嘱

さ
れ
た
の
は
、
平
成
12
年
度
。
ち
ょ
う

ど
学
校
週
五
日
制
が
段
階
的
に
実
施
さ

れ
地
域
社
会
で
の
子
ど
も
の
受
け
皿
作

り
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
時
期
で
し
た
。

当
時
の
委
員
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
り
、「
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る

会
」と「
ハ
ギ
の
会（
敦
賀
市
の
花
）」の

２
つ
の
分
科
会
を
作
り
、
子
ど
も
と
保

護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ハ
ギ
の
花
の

植
樹
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
教
育
委
員

会
に
提
言
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

以
来
、
２
年
間
の
任
期
ご
と
に
中
・

高
校
生
の
居
場
所
の
創
出
、
子
育
て
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
家
庭
の
教
育

力
向
上
、
公
民
館
活
動
の
活
性
化
な
ど

の
テ
ー
マ
で
自
主
研
究
・
活
動
を
行
い

提
言
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

○
家
庭
教
育
指
針
の
策
定
と
提
言
内
容

の
事
業
化

令
和
２
年
に
は
、
家
庭
教
育
の
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
た
「
家
庭
教
育
指
針

－

家
庭
教
育
７
つ
の
す
す
め

－

」
を
策
定

し
、
提
言
内
容
を
ま
と
め
た
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
子
ど
も
を
持
つ
全
世

帯
に
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
小
中
学
生
保
護
者
を
対
象
と
す
る
家

庭
教
育
講
座
を
継
続
的
に
開
催
す
る
な

ど
、
提
言
内
容
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し

て
教
育
委
員
会
の
事
業
と
し
て
定
着
す

る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

○
社
会
教
育
か
ら「
ま
ち
づ
く
り
」へ

令
和
２
・
３
年
度
は
、明
治
に
出
来
た

鉄
道
遺
産
が
「
日
本
遺
産
」
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
を
機
に
、「
鉄
道
遺
産
ス
ト
ー

リ
ー
と
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
い
て
」
の

提
言
を
行
い
ま
し
た
。
市
役
所
観
光
交

流
課
・
新
幹
線
誘
客
課
、観
光
協
会
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
と
も
連
携
し
、社
会
教
育
か
ら

「
ま
ち
づ
く
り
」・
観
光
や
地
域
振
興
に

も
繋
が
る
分
野
の
提
言
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
は
難
し
い
諸
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
社
会
教
育
委
員
が
自
ら
活

動
し
幅
広
く
社
会
教
育
に
つ
い
て
発

信
・
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

北
か
ら
南
か
ら

社会教育の明日を拓く　社教情報 No.89
特集テーマ　家庭教育支援と社会教育

《巻頭言》 地域全体で「家庭教育」を応援しましょう！
前 文部科学省総合教育政策局地域学習推進課 課長　黄地　吉隆

《特　集》 田中壮一郎、比嘉　里奈、宮﨑　良一、藤原　郁仁、西郷　泰之
《この人に聞く》 猪俣　礼治氏 取材　清國　祐二
《思考と提言》 子どもの権利実現のための家庭教育支援へ 池本　美香
《社会教育委員の活動》　浅野　秀重（石川県）・井浦　政義（古賀市）
《答申・提言》（提言）「『学び』と『つながり』が拓くこれからの社会教育

　～一人ひとりのウェルビーイングの実現をめざして～」について 細川　恵夢
《社会教育委員Q&A》　「社会教育士」とは 神部　純一

編集・発行　（一社） 全国社会教育委員連合

令和５年９月発行
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共
生
社
会
に
向
け
た

大
阪
市
の
生
涯
学
習
計
画

　
　
　

大
阪
市
社
会
教
育
委
員
会
議

議
長

赤
尾
勝
己

２
０
２
３
年
２
月
か
ら
大
阪
市
社
会

教
育
委
員
会
議
議
長
を
務
め
て
お
り
ま

す
赤
尾
勝
己
で
す
。
ふ
だ
ん
は
関
西
大

学
で
、
生
涯
学
習
概
論
（
一
）、
生
涯

学
習
支
援
論
（
一
）、
社
会
教
育
経
営

論
（
一
）、
社
会
教
育
実
習
な
ど
の
授

業
を
担
当
し
な
が
ら
、
社
会
教
育
主
事

（
社
会
教
育
士
）
の
養
成
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

大
阪
市
の
生
涯
学
習
推
進
計
画
は
こ

れ
ま
で
４
次
に
わ
た
っ
て
策
定
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
私
は
大
阪
市
社
会
教
育

委
員
会
議
副
議
長
と
し
て
２
０
２
２
年

３
月
の
第
４
次
計
画
の
策
定
に
立
ち
会

う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
私
は
仕
事

柄
、
全
国
の
自
治
体
に
お
け
る
生
涯
学

習
推
進
計
画
を
読
む
機
会
が
あ
り
ま
す

が
、
大
阪
市
ほ
ど
格
調
の
高
い
内
容
を

も
っ
た
計
画
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。ま

ず
、
１
９
９
２
年
に
策
定
さ
れ
た

第
１
次
計
画
で
は
、「
生
涯
学
習
と
は
、

基
本
的
人
権
、自
由
、民
主
主
義
、ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
等
の
人
間
尊
重
の

考
え
方
を
基
本
と
し
て
、
１
人
ひ
と
り

が
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
や
場
面
に
お

い
て
、
出
来
る
限
り
自
己
実
現
を
め
ざ

し
、
自
己
に
適
し
た
手
段
・
方
法
を
選

ん
で
、
自
ら
進
ん
で
行
う
自
己
教
育
活

動
で
あ
る
と
と
も
に
、
学
習
者
が
そ
の

成
果
を
社
会
に
広
げ
、
よ
り
よ
い
社
会

へ
の
変
革
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
た
め
の
学
習
と
し
ま
す
。」
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
代
に
す
で
に
「
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

て
い
る
の
は
、
時
代
の
先
を
読
ん
で
い

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、

障
が
い
を
有
す
る
方
々
が
ご
く
普
通
に

学
習
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
ス

ロ
ー
プ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
る
な

ど
し
て
、
施
設
を
「
普
通
に
す
る
」
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
今
日
の
「
合
理
的

配
慮
」
の
先
駆
け
と
言
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

次
に
、
第
４
次
計
画
で
は
、
基
本
理

念
は
「
つ
な
が
り
、
支
え
合
い
、
共
に

育
つ
生
涯
学
習
の
推
進
」で
あ
り
、「
生

涯
学
習
」
と
は
「
多
様
な
全
て
の
市
民

一
人
一
人
が
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
自

ら
に
適
し
た
手
段
や
方
法
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
心
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、『
市
民
力
』

を
身
に
つ
け
、
学
び
や
活
動
の
成
果
を

活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
ひ
と
や
ま
ち
と

つ
な
が
り
、
支
え
合
い
、
共
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
。」「
支
援
を
必
要
と
す
る

人
の
学
び
を
支
え
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
性
（
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
）と
包
摂
性（
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
）
の
観
点
に
基
づ
き
、
全
て
の

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
形
成

を
め
ざ
し
ま
す
。」
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
こ
に
は
、「
共
生
社
会
」
に
向
け

た
生
涯
学
習
支
援
が
意
識
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
問
題
は
時
代
の

先
端
を
示
す
こ
う
し
た
高
い
理
念
の
下

で
、
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
大
阪
市
に
お

い
て
実
現
さ
れ
て
い
く
か
で
す
。
今
後

と
も
皆
様
と
と
も
に
し
っ
か
り
と
見
守

り
検
証
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

全国でご活躍の社会教育委員の皆様を結ぶ、全国各地の社会教育委員の活動の交流と研修の資料
としてご活用ください。

第80号（平成31．２）「地域で活躍する社会教育委員」
第81号（令和元．９）「社会教育研究大会の企画と運営」
第82号（令和２．２）「社会教育委員の研修」
第83号（令２．９）　「社会教育士（称号）の創設とこれから」
第84号（令３．２）　「新しい生活様式下における社会教育委員と関係行政・機関の対応と課題」
第85号（令３．９）　「“社会教育委員の新たな流儀～社会教育委員設置の通知から75年～”」
第86号（令４．２）　「地域学校協働活動と社会教育」
第87号（令４．９）　「地域防災と社会教育」
第88号（令５．２）　「多文化共生と社会教育」

Ａ５判　64頁／定価360円（本体価格328円）／（年２回発行）

編集・発行　（一社） 全国社会教育委員連合

バックナンバーのご案内 社教情報
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本
年
度
の
「
全
国
社
会
教
育
委
員
連

合
表
彰
」の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
11
月
９
日
㈭
、
第
65
回
全

国
社
会
教
育
研
究
大
会
（
宮
崎
大
会
）
開

会
行
事
の
席
上
で
、
次
の
57
名
の
方
が

表
彰
さ
れ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
表
彰
状
受
賞
者（
敬
称
略
）

都
道
府
県
名

所
属
自
治
体

氏

名

北
海
道

網
走
市

黒
田

幸
市

小
樽
市

濱
本　
　

進

苫
前
町

早
川
日
出
利

栗
山
町

藤
井

吉
美

青
森
県

東
北
町

乙
供

房
子

岩
手
県

奥
州
市

菊
池

史
人

宮
城
県

石
巻
市

佐
藤

政
治

秋
田
県

大
館
市

小
笠
原

豊

山
形
県

遊
佐
町

土
門　
　

京

福
島
県

猪
苗
代
町

星　
　

美
法

相
馬
市

佐
藤

葉
子

栃
木
県

塩
谷
町

吉
成　
　

東

群
馬
県

み
ど
り
市

土
谷

芳
治

埼
玉
県

幸
手
市

島
村

良
孝

所
沢
市

小
澤

貞
泰

千
葉
県

船
橋
市

草
野

滋
之

四
街
道
市

江
﨑

俊
夫

東
京
都
市
町
村

小
平
市

大
杉

和
美

神
奈
川
県

秦
野
市

逢
坂

伸
一

新
潟
県

阿
賀
町

村
山

賢
二

富
山
県

朝
日
町

菅
田

宣
雄

石
川
県

能
美
市

久
保
出
寛
之

福
井
県

越
前
市

上
嶋

善
一

山
梨
県

市
川
三
郷
町

塩
島

明
美

長
野
県

飯
田
市

中
島

正
韶

泰
阜
村

篠
田

精
睦

岐
阜
県

各
務
原
市

野
中

好
子

静
岡
県

西
伊
豆
町

長
嶋

孝
喜

愛
知
県

犬
山
市

横
井

耕
市

設
楽
町

澤
田

達
子

三
重
県

菰
野
町

鈴
木

明
美

滋
賀
県

滋
賀
県

板
倉

正
直

京
都
府

宇
治
市

森
川

知
史

大
阪
府

箕
面
市

黒
瀬

哲
也

兵
庫
県

南
あ
わ
じ
市

西
畠

敏
子

奈
良
県

黒
滝
村

中
井

一
郎

和
歌
山
県

紀
美
野
町

西
浦

史
雄

鳥
取
県

大
山
町

門
脇

明
子

島
根
県

津
和
野
町

水
津

旬
司

岡
山
県

真
庭
市

三
船

昌
行

広
島
県

坂
町

奥
廽

幸
惠

山
口
県

光
市

天
野
加
代
子

徳
島
県

三
好
市

大
泉
真
二
郎

香
川
県

丸
亀
市

進　
　

和
彦

愛
媛
県

松
山
市

妹
尾

克
敏

高
知
県

い
の
町

髙
瀨

科
子

福
岡
県

福
岡
県

安
部

正
俊

広
川
町

井
上

利
明

佐
賀
県

白
石
町

吉
岡

英
允

長
崎
県

佐
世
保
市

岩
崎
勢
智
子

熊
本
県

宇
土
市

岩
本

俊
子

大
分
県

大
分
県

盛
本
功
爾
郎

宮
崎
県

宮
崎
県

長
鶴
美
佐
子

鹿
児
島
県

奄
美
市

有
村

忠
洋

知
名
町

森
山　
　

進

指
定
都
市

川
崎
市

奥
平　
　

亨

堺
市

林　
　

美
輝

事
務
局
だ
よ
り

今
後
の
会
議
予
定

○
令
和
５
年
度
第
３
回
理
事
会

期
日
:
令
和
５
年
11
月
８
日
㈬

時
間
:
15
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で

会
場
:
宮
崎
県
防
災
庁
舎

○
令
和
５
年
度
第
２
回
総
会

期
日
:
令
和
５
年
11
月
９
日
㈭

時
間
:
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

会
場
:
宮
崎
市
民
文
化
ホ
ー
ル

○
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
社
会
教

育
委
員
連
絡
協
議
会
事
務
局
担
当
者

会
議

期
日
:
令
和
５
年
11
月
８
日
㈬

時
間
:
17
時
か
ら
18
時
30
分
ま
で

会
場
:
宮
崎
県
防
災
庁
舎

○
令
和
５
年
度
第
４
回
理
事
会

期
日
:
令
和
６
年
３
月
上
旬

時
間
:
11
時
か
ら
13
時
ま
で

会
場
:
日
本
弘
道
会
ビ
ル
８
階
講
堂

○
令
和
５
年
度
第
３
回
総
会

期
日
:
令
和
６
年
３
月
上
旬

時
間
:
14
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で

会
場
:
日
本
弘
道
会
ビ
ル
８
階
講
堂

元
会
長

鈴
木

勲

様
（
享
年

九
十
八
歳
）
に
お
か
れ
ま
し
て

は
令
和
五
年
七
月
十
六
日
㈰
に

御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
様
は
平
成
五
年
六
月
か
ら

平
成
十
四
年
二
月
ま
で
会
長
を

お
つ
と
め
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

あ
げ
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第
６
号
議
案

顧
問
の
選
任
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

事
務
局
長
の
選
任
に
つ

い
て

︻
報
告
︼（
対
面
）

１

電
磁
的
方
法
に
よ
る
決
議
の
結

果
及
び
補
足
説
明
に
つ
い
て

２

第
64
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大

会（
広
島
大
会
）に
つ
い
て
ほ
か

︻
議
事
︼

第
１
~
５
号
議
案
ま
で
は
理
事
会
に
同
じ
。

（
承
認
後
休
憩
に
入
り
、
第
２
回
理
事

会
を
開
催
し
、次
期
の
会
長
等
を
決
定
）

（
再
開
し
て
）︻
報
告
︼

１

令
和
５
・
６
年
度
の
役
員
構
成

に
つ
い
て

２

顧
問
の
選
任
に
つ
い
て

３

事
務
局
長
の
選
任
に
つ
い
て

４

第
64
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大

会（
広
島
大
会
）に
つ
い
て
ほ
か

⬇
３
ペ
ー
ジ
続
き

令
和
５
年
度

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰

受
賞
者
名
一
覧




